
さいたま市教育DXグランドデザイン

方向性01
    デジタル学習基盤を活用した、学習者主体の
    学びの実現

目指す子どもの姿
デジタルの活用により自分らしい学びを実現し、
多様な他者と協働しながら課題解決できるように
挑戦し続ける姿

目指す教職員の姿
デジタルの力を活用して、子どもたち一人ひとりの
学びに伴走しつつ、教職生涯を通じて学び続ける姿

「真の学力」の育成に向けて、児童生徒が生涯にわたって学び
に向かう力を身に付けることができるように、デジタル学習基
盤の活用による、自立した学習者を育成します。

一斉型の授業（みんなでそろって、同じ
内容を、同じ方法で）中心

一人ひとりの個性やニーズに合った課
題、方法を選択しつつ、クラウド環境を
基盤として協働

１人１台端末やクラウド環境を日常的に
活用

質の高い探究的な学びの実現

１人１台端末は、限られた場面で使用

これまで これから

 Reimagine Learning , Create Your Future　
　　　　　～学びの再定義、未来の創造～

方向性02
    デジタル社会の善き担い手の育成に向けた、
    情報活用能力の抜本的向上
今後ますます加速していくであろうデジタル社会において、児童
生徒がICT機器や様々な情報を適切に活用し、社会に積極的に参
画し関与するための、情報活用能力の抜本的向上を目指します。

これまで

ICT機器の使用ルールは、子どもが大人
に「与えられる」もの

インターネット上の情報の「コピー＆ペ
ースト」のみの学習

ICT機器の使用ルールを、子どもが大人
とともに「自ら」考える

インターネット上を含む様々な情報の真
偽を見定めながら、正しく活用する

生成AIを始めとした新しい技術に対す
る正しい理解

方向性03
    校務DXによる業務改善と学校経営の充実

デジタルの活用や業務フローの抜本的な見直しによる業務改善
と、教職生涯を通じて学び続けられる体制の構築を行うことで、
授業改善や指導・支援の改善等の、学校経営の充実を図ります。

紙で行っていた業務をデジタルに「置き
換え」

制度的・技術的制約による、一律が前提
の働き方

クラウドを基盤とした様々なデータの連
携による、業務のワンストップ化

ロケーションフリーによる教職員のライ
フスタイルに合った働き方

これまで

方向性04
    教育データの利活用の推進

様々な教育データの活用や、様々なクラウドサービスのデータ
連携を行うことで、エビデンスに基づいた学校経営や児童生徒
への指導・支援、教育委員会の施策立案を目指します。

教職員の「勘」や「経験」に頼った指導

データの散在により、情報共有や問題把
握までにタイムラグが発生

エビデンスに基づいた学習面及び生活面
での指導・支援、学校経営及び施策立案

情報の即時把握と即時共有による、組織
的対応の迅速化

これまで これから

これから これから

方向性05
    児童生徒の学びや、教職員の校務を支える基盤としての、
    安心・安全なセキュリティ環境と持続可能な推進体制の構築

教職員や児童生徒がストレスなく使用できるICT環境を整備す
るとともに、ルール面及びICT活用を推進するための体制を整
理することで、安全かつ安心して使用できる環境を整えます。

本グランドデザインに基づいた、中長期
的な整備とセキュリティ対策

教職員及び児童生徒に対する継続的な啓
発

校内で一体となった活用推進及び教育委
員会による伴走支援

これからこれまで

リース契約更新時の、機器やソフトウェ
アの「置き換え」が中心の整備

校内の推進者に頼った活用の推進

今までの学び方や教え方、働き方を、デジタルの力を最大限活用して「デジタルトランスフォーメーション（DX）」する
ことで、全ての子どもたちと教職員の「Well-being」を実現します。

 概要版


